
表２ 肥大予測値（幸水：横径） 表３　収穫時階級予測（幸水）

満期後日数 本年 平年 平年比 前年比 予測日 満開後日数 横径 果重
80 51.3㎜ 52.7㎜ 97% 100% 90.7㎜ 363ｇ
90 62.3㎜ 64.1㎜ 97% 100%
100 77.8㎜ 75.3㎜ 103% 105%
110 85.6㎜ 86.0㎜ 100% 101% 93.9㎜ 402ｇ

収穫盛 93.9㎜ 99.3㎜ 95% 96%
果重 402ｇ 474ｇ 85% 91%

表４　肥大予測値（豊水：横径） 表５　収穫時階級予測（豊水）

満期後日数 本年 平年 平年比 前年比 予測日 満開後日数 横径 果重
80 47.8㎜ 47.2㎜ 101% 104% 98.0㎜ 473ｇ
90 56.9㎜ 56.6㎜ 101% 106%
100 67.6㎜ 66.1㎜ 102% 105%
110 78.4㎜ 75.9㎜ 103% 105% 102.3㎜ 526ｇ
120 87.5㎜ 84.2㎜ 104% 105%

収穫盛 102.3㎜ 101.4㎜ 101% 97%
果重 526ｇ 522ｇ 101% 91%

収穫始

20玉中心
151日9/9

収穫始 138日

収穫盛

24玉中心
8/27

120日

収穫盛
28玉中心

32玉・28玉中心

131日8/21

8/10

３ 今後の気象予報（気象庁３ヶ月予報 6/23発表）

・農業総合研究センターにおける収穫始は幸水が８/10、豊水が９/27と、いずれも平年より７日早いと予測されます。

・同センターにおける７月１２日（満開90日頃）時点での収穫盛期の横径予測値は、幸水が93.9㎜（平年比95％）、 豊水が

102.3mm(平年比101％)となっています。

・幸水は、収穫始には32・28玉中心、収穫盛には28玉中心の玉流れになり、平年よりも小玉傾向になると予測されます。

・豊水は、収穫始には24玉中心、収穫盛には20玉中心の玉流れになり、平年並になると予測されます。

収穫期予測第２報・果実肥大予測(７月12日時点)
なしの生育予測プログラム

令和８(2026)年 ７月２１日 栃木県農業総合研究センター

※平年差、昨年差は、－は早まることを、＋は遅れることを示す

１ 農業総合研究センターにおける収穫期予測

写真 収穫期の幸水

(1) 幸水

(2) 豊水

２ 農業総合研究センターにおける果実肥大予測

問合せ先：栃木県農業総合研究センター 研究開発部 果樹研究室 Tel 028-665-7143

※満開後80、90日は実測値、100日以降は予測値

表１ 主要品種の収穫期予測

本年 平年差 昨年差 本年 平年差 昨年差

幸 水 8/10 -7日 -8日 8/21 -7日 -6日 4/12

豊 水 8/27 -7日 -12日 9/9 -7日 -13日 4/11

にっこり 10/7 -1日 5日 10/18 -3日 -2日 4/8

品種
収穫始 収穫盛 （参考）

満開日

７月 前半は、平年と同様に曇りや雨の日が多く、後半は、平年同様に晴れの日が多い見込み。気温は、高い確率が５０％。

８月 平年同様に晴れの日が多い見込み。気温は、高い確率が６０％。

９月 数日の周期で変わり、平年と同様に曇りや雨の日が多い見込み。


